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（実績）

実績

400,000 400,000

150,000 103,860

550,000 503,860

今後の方向性
普及資料、動画を活用して、世代別の健康課題に応じた「健康に配慮したメニュー」と、信州ＡＣ
Ｅプロジェクト「Ｅａｔ（健康に食べる）」の普及啓発を行っていく。

事
業
実
績
・
成
果

◯ケーブルテレビによる普及啓発は世代別に８回実施することができ、新型コロナ感染症対策のため外出
を控えている中ではあるが、多くの住民に健康に配慮したメニューの普及することができた。
〇また、その他の普及啓発として料理動画を作成しSNSに掲載したが、動画の掲載について周知する機会
が得られず目標値に達することができなった。しかし、SNSを活用するような若い世代に対してメニューの普
及ができたと考えられる。

ケーブルテレビによる普及啓発の実施回数 8回 ８回

合　　　　　　計

指
標
及
び
達
成
状
況

成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

料理講習動画の再生回数 800回

事

業

費

等

（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容 備考

555回

世代別健康に配慮したメ
ニューの配付

世代別健康に配慮したメ
ニューの増刷

印刷費

世代別健康に配慮したメ
ニュー普及事業

検討会議・料理講習動画の
作成、テレビ広報

世代別健康に配慮したメ
ニュー普及事業業務委託費

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　信州ＡＣＥプロジェクト「健康に食べる」の一環として、地域の食材を活用しながら、ライフステー
ジの健康等の課題に応じた具体的な健康に配慮した料理（メニュー）の開発・普及により、食を
通じた健康づくり・地域の活性化を図る。

現 状 と
課 題

　上小地域では、脳血管疾患による死亡率が高く、「メタボリックシンドローム該当者」や「ヘモグ
ロビンA１ｃが基準値以上の者」の割合が県下でも高い状況にある。その要因として考えられる
脂質や食塩の過剰摂取を改善するための食生活の実践を進める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　世代別健康に配慮したメニュー普及事業
(１)　普及検討会の開催　【新規】
　上小地域の健康課題の解決の推進を図るため、世代別メニューの有効な普及方法に関する
検討会議を開催（２回）する。
(２)　料理講習動画の配信
　信州ＡＣＥプロジェクト「健康に食べる」の普及啓発のため、世代別に健康に配慮した料理（メ
ニュー）レシピ等を活用した料理講習動画を配信（４メニュー）する。
(３)　テレビ広報
　世代別健康に配慮したメニューの普及促進のため、メニューをケーブルテレビで紹介（８回(予
定)）する。
２　世代別健康に配慮したメニューリーフレットの配付
　世代別メニューの更なる普及促進のため、リーフレットを増刷して配付する。（１種類1,200部）

事業期間 令和２（2020）年５月 令和３（2021）年３月

実 施 機 関 上田保健福祉事務所 担
当
課

健康づくり支援課

事 業 名 世代別健康に配慮したメニュー開発・普及
0268ー２５－７１５４

uedaho-kenko@pref.nagnano.lg.jp

令和３年（2021年）３月31日

横断的な課題 ２地域資源の活用・磨き上げによる観光振興【観光地域づくり】

地域重点政策 ３地域の強みを生かし健康をテーマとした観光地域づくり 上田地域振興局

Ｃ

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分 整理番号 3 課題区分

達 成

一部達成

未 達成
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